
１．景観計画の策定に伴う実効性の確保 

都市景観条例は、本市の都市景観形成に関して基本的かつ必要な事項を定め、福岡らしさをいかし

た都市景観の保全、創造及び育成を目的に昭和 62 年に制定したものである。 

この条例に基づき都市景観形成基本計画の制定や大規模な民間の建築行為などに対する届出制度

の導入、地域の特性を活かした都市景観形成地区の指定とあわせ、都市景観賞の創設などによる市民

意識の高揚を図るなどを柱として施策を実施してきた。 

  景観法及び今回策定する「福岡市景観計画」に基づく施策の実施については、景観誘導の実効性を

高めるとともに、良好な景観形成に向けた市民・事業者の関わりの一層の推進を図るため、これまで

の市独自の景観誘導施策を法に基づく取り組みや手続きに改めるほか、景観法に基づく景観計画の策

定に関する手続き規定や、景観資源の保全に関する規定等を新たに設けるため、都市景観条例の一部

を改正するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．都市景観条例の改正内容 

（１）景観計画の策定等の追加 

景観法第８条第１項の規定に基づく景観計画の策定及び変更について、市民等の意見や計画提

案が反映できるよう、策定及び変更に関する手続きを規定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観法及び景観計画に基づく施策の実施について  

－景観計画策定後の届出手続きと今後の審議会について－ 

○景観計画の策定  

・都市景観の形成の推進を図るため、景観計画を定めるものとする。 

・景観計画を定め又は変更しようとするときは、都市景観審議会の意見を聴く。 

○計画提案に係る景観審議会の意見の聴取 

・計画提案を踏まえた景観計画の策定等をしない場合には、あらかじめ都市景観審議会 

の意見を聴く。 

○都市景観形成地区の指定 

 ・都市景観の形成を重点的に図る地区を都市景観形成地区として指定する。 

・地区指定に関する原案を縦覧し、当該市民及び利害関係人から意見を聴く。 

１ 

都市景観形成地区の指定に向けた発意

都市景観形成地区の指定に向け
た景観形成方針・基準づくり

景観法に基づく建築物等の新築等に係る行為の届出の開始

景観整備機構などの
専門家による助言や
活動支援

市議会第４委員会報告（原案）

都市景観審議会　報告(案）

区域及び景観形成方針・基準の原案の縦覧
(期間2週間）

意見の申出(1週間)

都市計画審議会　意見聴取（案）

都市景観審議会　答申(原案)

市議会第４委員会報告(案）

「福岡市景観計画」の変更（告示）

都市景観審議会　答申
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景観まちづくりに関するルールづく
りに向けた調査・研究

都市景観形成地区の指定に向けた地域の合意形成（素案）

意識高揚 誘導制度

・表彰（都市景観賞）

・景観ガイドツアーなど

・都市景観形成地区の指定

・大規模建築物等の届出

意識高揚 景観法に基づく手続
（景観計画の運用）

従来通り ・都市景観形成地区の指定

・大規模建築物等の届出

・特定届出対象行為

・景観重要建造物等の指定手続

　き等

○都市景観形成施策

景観法福岡市都市景観条例（S62制定）

○基本理念

　都市景観基本計画（Ｓ63策定）
・良好な景観形成に関する
　方針
･良好な景観形成のための
　行為の制限
・景観重要建造物、景観重
　要樹木の指定方針
･景観重要公共施設整備に
 関する事項
・その他必要な事項

景観計画

･景観計画の住民提案
  制度　〔法第11条〕

・景観形成基準等の遵守
　（変更命令等）　〔法第17条〕

・景観協定制度　〔法第81条〕

・景観整備機構の指定
　〔法第92条〕

　従来通り
規則の主な変更点

・届出等の様式の追加及び変更

都市景観条例の改正（委任条項の変更）



（２）景観法に基づく行為の届出等の追加 

自主制度の都市景観形成地区の指定や大規模な建築行為等に関する届出による景観誘導施策の

実効性を高めるため、これらの行為の届出を景観法に基づく行為の届出とすることを規定するとと

もに、届出に係る対象規模を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）景観重要建造物及び景観重要樹木の指定等の追加 

   外観の優れた建造物や樹木の保全に向け、現状変更に一定の規制を課すことができる景観法に

基づく景観重要建造物等の指定に関する手続きを規定する。 

 

 

 

 

 

 

３．都市景観条例及び関連条例の改正（案） 

（１）都市景観条例の改正後の構成と関係条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）条例等の改正スケジュール（案） 

平成２４年 ２月 都市景観審議会報告（都市景観条例の一部改正案の概要） 

         ３月 都市景観条例の一部を改正する条例案の上程 

           都市景観条例の一部を改正する条例の公布 

 

平成２４年１０月 都市景観条例の一部改正の施行 

 

 

○行為の届出  

・建築物の建築等及び工作物の建設等を届出の対象行為とし、届出の対象規模について 

は、建築物では高さ 31ｍ超又は延べ面積 10,000 ㎡超（同 10ｍ超又は 1,000 ㎡超）、 

工作物では高さ 31ｍ超（10ｍ超）とする。 

※カッコ内数値は「山の辺･田園ゾーン、海浜ゾーン」における対象規模 

○完了届等 

○勧告等 

・行為の届出に関して勧告等を行う場合は、あらかじめ都市景観審議会の意見を聴く。 

○景観重要建造物等の指定 

 ・指定の際に都市景観審議会の意見を聴くとともに、所有者等の同意を得る。 

○景観重要建造物等の指定の解除 

景観法及び景観計画に基づく施策の実施について 

－景観計画策定後の届出手続きと今後の審議会について－ 

　　改正前 　　　改正後

第1章 総則

第2章 都市景観形成地区

第3章 大規模建築物等の新築等

第4章 都市景観形成建築物等

第5章 景観づくり地域団体

第6章 表彰及び助成

第7章 福岡市都市景観審議会

第8章 雑則

   　　　凡　例　　　　　※枠無しは現行通りの予定

　景観法に基づき新たに設ける条項

　自主規制から景観法に基づく規制に移行する条項

　所要の改正(法の用語への整理など）を行う条項

総則

景観計画策定等

都市景観形成地区の指定等

景観づくり地域団体等

表彰及び助成

福岡市都市景観審議会

雑則

条例の一部改正

【広告物の表示又は掲出物件の設置に関する

  禁止物件の追加】

条例規則の一部改正

【都市景観形成地区に関する規格基準の追加】

都市景観形成建築物等

景観法に基づく手続き等

景観重要建造物、樹木等の指定等

関連条例
　屋外広告物条例等の一部改正

２ 

都市景観形成地区内の
建築等の届出

大規模建築物等新築等の
届出

（条例第１２条） 　（条例第１８条）

適合する場合 適合しない場合 適合する場合

是正

　　　　　　　　　　従わない場合

是正 変更命令等 (法第17条第1項）

※色彩規定のみ

　　　　　　　　　　従わない場合

都
市
景
観
審
議
会

（必要に応じて，都市景観アドバイザーの意見聴取）（必要に応じて，都市景観アドバイザーの意見聴取）

行為の着手 行政指導 行為の着手

現行手続き

（大規模建築物・都市景観形成地区内の建築物等）

事前相談 事前相談

（大規模建築物・都市景観形成地区内の建築物等）

行為の完了の届出

適合しない場合

行政指導

勧告 (法第16条第3項）

罰則 (法第101条）

改正後の手続き

大規模建築物・都市景観形成地区内の届出建築等の行為の届出

　法第１６条第１項

助言・指導 助言・指導

内容の審査内容の審査

必
要
に
応
じ
て
意
見
を
聴
く


